
会
社
は
、
「
こ
れ
は
非
飛
散

性
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
安
全

で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
が
、

ダ
ク
ト
は
通
常
の
取
り
外
し
で

は
な
く
、
地
震
に
よ
り
落
下
し

た
も
の
で
あ
り
、
破
断
面
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
か
ら
飛
散
す
る
お

そ
れ
は
十
分
に
あ
る
と
推
察
さ

れ
る
。

ま
た
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て

い
た
が
、
一
部
破
損
し
て
い
る

な
ど
、
そ
の
防
護
措
置
は
十
分

と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。

さ
ら
に
、
破
損
し
落
下
し
た

ダ
ク
ト
に
つ
い
て
は
処
理
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
他
は
残
さ
れ

て
お
り
、
現
状
で
は
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
大

地
震
に
つ
い
て
は
今
後
も
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
速

や
か
な
交
換
や
撤
去
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

地
方
本
部
は
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス

ト
化
を
会
社
に
求
め
て
お
り
、

今
後
も
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
物
の

処
理
等
に
際
し
て
は
、
法
に
照

ら
し
た
十
分
な
対
応
と
、
ア
ス

ベ
ス
ト
を
含
有
し
て
い
る
建
築

物
な
ど
の
撤
去
と
検
証
を
今
後

も
会
社
に
求
め
て
い
く
。

非
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄

物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
環
境

省
よ
り
指
導
文
書
（
環
廃
産
発

第
０
５
０
０
３
３
０
０
１
０
号

平
成
17
年
3
月
30
日
）
が
取

扱
い
の
技
術
指
針
と
し
て
発
せ

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
飛
散
性
の
ア
ス
ベ

ス
ト
（
吹
き
付
け
に
よ
る
も
の
）

以
外
全
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

物
＝
非
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
も
、

取
扱
い
に
よ
っ
て
は
表
面
や
破

断
面
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
都
道
府
県
に
通
達
さ
れ
た
も

の
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
建
築

物
の
空
調
用
ダ
ク
ト
の
接
合
部

に
使
用
す
る
ガ
ス
ケ
ッ
ト
に
は

ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
途
に

つ
い
て
は
使
用
量
が
少
な
く
、

ま
た
使
用
形
態
が
多
岐
に
渡
り
、

一
律
に
指
針
化
す
る
こ
と
が
困

難
な
こ
と
か
ら
、
本
指
針
の
対

象
外
と
す
る
が
、
廃
棄
物
処
理

に
当
た
っ
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
飛
散
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
（
原
文

の
ま
ま
）
」
と
謳
わ
れ
て
お
り
、

非
飛
散
性
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
十
分

な
注
意
を
促
し
て
い
る
。
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6
・
10

第
9
回
執
行
委
員
会
・
第
3
回
闘
争
委
員
会

6
・
11

第
35
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会
（
郡
山
）

6
・
13

東
日
本
本
部
団
交
（
協
約
・
協
定
）

6
・
14

団
交
（
駅
業
務
委
託
関
係
・
再
提
案
）

6
・
15

第
2
回
地
本
選
挙
管
理
委
員
会

6
・
16

団
交
（
駅
業
務
委
託
・
整
理
）

3
月
11
日
の
震
災
に
よ
り
、
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
内

建
造
物
の
天
井
な
ど
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
空
調
用
の
ダ
ク
ト
が

落
下
し
た
が
、
そ
の
接
合
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ガ
ス
ケ
ッ
ト

（
パ
ッ
キ
ン
）
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
関

係
者
の
話
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 

 
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
落
下
し
た
ダ
ク
ト
が
撤
去
さ
れ
、
ビ
ニ
ー

ル
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
現
物
を
見
た
組
合
員
が
ア
ス
ベ

ス
ト
の
含
有
の
有
無
を
会
社
に
問
い
質
し
た
と
こ
ろ
、
含
有
し

て
い
る
と
認
め
た
と
い
う
も
の
。

▼
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
、
日
米
両
政
府
は
、
25
年

間
に
渡
り
共
同
で
人
体
に
対
す
る
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
積
算
の
被
爆
量
が
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
以
下
ｍ
㏜
）
を
超
え
る
と
90
％
以
上
の
人
が
癌
等
の
何
ら

か
の
異
常
が
発
生
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で

日
本
政
府
は
年
間
の
被
爆
量
の
限
度
を
1
ｍ
㏜
以
下
と
決
定

し
た
。

そ
れ
は
0
歳
の
子
供
が
１
０
０
年
間
で
１
０
０
ｍ
㏜

に
な
る
量
で
あ
る
。
だ
が
、
原
発
事
故
後
は
１
０
０
ｍ
㏜
を

超
過
し
て
も
、
癌
発
生
の
リ
ス
ク
が
0
・
5
％
増
加
す
る
だ

け
と
し
、
「
安
全
」
を
強
調
し
て
い
る
。

▼
福
島
原
発
の
場
合
、
1
時
間
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
0
・

19
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
以
下
μ
Sv
）
以
下
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
80
㎞
圏
内
で
の
避
難
指

示
を
出
し
た
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
。

福
島
、
郡
山
の
現
在
の
放
射
線
量
は
時
間
あ
た
り
1
・
3
μ

Sv
前
後
で
、
以
前
の
基
準
で
は
当
然
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
区
域
に
な
る
た
め
、
防
護
服
で
働
く
原
発
作
業
員
と
同

じ
年
間
20
ｍ
㏜
以
下
に
基
準
を
上
げ
、
避
難
し
な
く
て
も
い

い
こ
と
に
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
基
準
に
お
い

て
も
3
・
8
μ
Sv
超
過
箇
所
（
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
）
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
状
況
か
ら
、
福
島
県
中
通
り
地
方
の
子
供
は
既
に
1

万
人
以
上
が
会
津
地
方
及
び
県
外
へ
避
難
し
て
お
り
、
現
在

も
続
い
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
社
員
で
も
子
供
だ
け
避
難
さ
せ
た
家

庭
も
多
く
、
こ
う
し
た
現
状
か
ら
郡
山
・
福
島
の
日
常
の
屋

外
作
業
に
つ
い
て
も
放
射
線
量
の
把
握
が
重
要
だ
。

今
後
会
社
と
も
早
急
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。
【
歌
】

5
月
末
、
福
島
県
内
の
あ
る
職
場
に
雪
害
の
表
彰
授
与
の
た

め
会
社
幹
部
が
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
社
員
と
の
意
見
交
換
の

場
で
、
郡
山
在
住
の
他
労
組
の
方
が
、
「
郡
山
は
放
射
線
量

が
非
常
に
高
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
線
量
計
の
購
入
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
作
業
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
」
と
い
う
主
旨
の
話
を
し
た
。

そ
れ
に
対
し
会
社
幹
部
は
、
「
大
人
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど

心
配
す
る
必
要
は
無
い
。
甲
状
腺
癌
等
も
子
供
が
ほ
と
ん
ど

で
大
人
に
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
に
神
経
質
に
な

る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
旨
の
話
を
し
た
模
様
。
他
労
組
の

方
は
納
得
が
い
か
な
い
様
子
だ
っ
た
と
い
う
。

参

考

幹総内に山積みされたダクト。震災被災地の瓦礫の山のよう

だ。ビニールに覆われているが破れて穴もある。

国
労
本
部
は
、
東
日
本
大

震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨

城
の
各
県
に
義
援
金
を
お
く

る
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
今
回

の
震
災
で
組
合
員
が
カ
ン
パ

の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
被

災
組
合
員
は
も
と
よ
り
、

「
採
用
差
別
事
件
の
闘
い
を

長
い
間
支
え
て
頂
い
た
地
域

の
被
災
者
に
対
し
て
も
お
見

舞
い
を
」
と
い
う
趣
旨
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
。

仙
台
地
本
管
内
で
は
6
月

9
日
、
本
部
田
中
副
委
員
長

と
地
本
橋
本
委
員
長
が
宮
城
・

福
島
両
県
庁
を
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
対
応
し
た
副
知
事
に
対

し
て
見
舞
金
を
手
渡
し
た
。



地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
（
中
島
対
策
委
員
長
・
佐
藤

副
委
員
長
）
は
、
6
月
11
日
郡

山
市
内
ビ
ッ
ク
ア
イ
に
お
い
て
、

第
35
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

会
を
開
催
し
た
。

同
委
員
会
は
定
期
的
に
各
支

部
へ
の
持
ち
出
し
対
策
委
員
会

を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
О

Ｂ
の
舞
木
秀
幸
氏
と
国
井
豊
重

氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
管

理
手
帳
の
取
得
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
の
経
過
と
苦
労
話
を
交

え
た
体
験
談
か
ら
学
ぶ
こ
と
を

主
体
と
し
た
学
習
会
と
な
っ
た
。

舞
木
氏
は
「
JR
病
院
で
CT
撮

影
時
『
特
発
性
間
質
性
肺
炎
』

と
病
名
を
告
げ
ら
れ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
病
気
で
原
因
は
何
か

を
聞
い
て
も
JR
病
院
は
答
え
な

い
。
息
が
切
れ
、
お
か
し
い
と

思
い
他
病
院
で
診
察
す
る
と

『
じ
ん
肺
』
と
診
断
。

『
労
基
署
に
行
け
』
と
告
げ

ら
れ
『
健
康
管
理
手
帳
』
取
得

に
向
け
取
組
ん
で
来
た
」
と
報

告
。
申
請
書
類
の
事
業
者
記
入

欄
に
JR
東
に
記
入
を
申
請
し
た

が
「
国
鉄
時
代
な
の
で
証
明
で

き
な
い
」
と
断
ら
れ
、
清
算
事

業
団
に
申
請
。
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
、
JR
東
と
は
大
違
い
。
JR

東
の
対
応
に
今
で
も
怒
り
が
湧

く
と
熱
く
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
国
井
氏
は
、
鉄
道
退

職
者
の
会
・
郡
山
支
部
の
機
関

紙
「
汽
笛
」
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に

関
す
る
記
述
を
紹
介
し
、
「
車

両
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ

て
い
た
事
実
を
指
摘
し
、
ま
た

健
康
診
断
受
診
の
慫
慂
を
し
た
」

と
報
告
。
さ
ら
に
朝
日
新
聞
の

「
元
国
鉄
職
員
の
皆
様
へ
」
と

題
す
る
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
に
関
し
て
」
の
記
事
で
「
時

効
に
よ
り
遺
族
補
償
給
付
の
支

給
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た

方
に
支
給
す
る
請
求
の
時
期
」

が
平
成
21
年
3
月
26
日
ま
で
か

ら
、
平
成
24
年
3
月
27
日
ま
で

延
期
さ
れ
る
記
事
を
示
し
て
説

明
を
し
、
最
後
に
こ
う
し
た
取

り
組
み
は
「
点
検
・
摘
発
」
が

大
切
で
あ
る
と
述
べ
、
報
告
を

終
え
た
。
ま
た
地
本
佐
藤
対
策

副
委
員
長
か
ら
は
、
こ
の
間
の

取
り
組
み
の
経
過
と
成
果
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
今
後
も
「
息
の

長
い
闘
い
」
で
あ
る
た
め
、
地

本
へ
の
情
報
の
集
中
と
石
綿
特

健
の
結
果
報
告
が
要
請
さ
れ
た
。

【
詳
細
は
ア
ス
ベ
ス
ト
会
報

6
月
20
日

№
9

参
照
】
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貨
物
会
社
は
6
月
15
日
、

「
２
０
１
１
年
度
夏
季
手
当

の
支
払
い
に
関
す
る
申
し
入

れ
（
国
労
闘
申
12
号
）
」
に

対
す
る
回
答
と
し
て
「
基
準

内
賃
金
の
1
・
58
カ
月
分
、

７
月
７
日
支
払
い
」
の
低
額

回
答
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
黒
字
決
算
、
震

災
に
よ
る
社
員
の
労
苦
に
対

し
て
「
基
準
内
賃
金
0
・
05

カ
月
分
の
支
払
い
」
も
同
時

に
回
答
し
た
。

厳
し
い
生
活
実
態
と
切
実

な
要
求
か
ら
す
れ
ば
、
極
め

て
不
満
の
残
る
も
の
で
あ
る

が
、
本
部
は
、
夏
季
手
当
に

お
け
る
闘
い
の
経
過
と
残
さ

れ
た
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、

６
月
22
日
13
時
を
以
っ
て
妥

結
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
本
部
電
送
２
４
７
号
よ
り
】

6月12日、宮城県護憲平和

センター総会が開催され、

その終了後、原子力資料情

報室の上澤千尋氏が、「福

島第一原発事故と今後」と

題して記念講演を行いまし

た。

この講演は、宮城県護憲

平和センター・平和労組会

議・社民党県連合の共催に

よるもので、会場のハーネ

ル仙台大会場にはあふれる

程の人々の参加者があり、

原発事故への感心の高さや

不安の大きさの現れと受け

止めました。

国労からは宮城県支部と

仙総支部から多くの組合員

に加えて退職者の会からも

参加がありました。

講演の内容は大変興味深

く、特に女川原発でも原子

炉自動停止後に電源盤火災

が発生し、冷温停止状態に

なり、福島第一原発事故の

一歩手前であったというこ

とでした。

またこの事実が一切明ら

かにされていないことに対

しても、強い怒りと不安を

大きく感じました。

講演終了後には、錦町公

園から一番町商店街を経由

し仙台駅付近まで、脱原発

と自然エネルギー政策への

転換を訴えて、アピールの

デモ行進を行いましたが、

行進中に市民の皆さんから

頑張れという声援や拍手の

激励を受け、市民の皆さん

も大きな不安や怒りを持っ

ていると強く感じたところ

です。【昭】

多くの市民から共感を得たデモ行進

貴重な体験談を熱心に聞き入る参加者

穏やかに語る国井氏

熱く語る舞木氏

東
日
本
本
部
組
織
対
策
オ
ル
グ
in
郡
山

7
月
1
日
（
金
）

郡
山
ビ
ッ
ク
ア
イ

18
時
〜

東
日
本
本
部
組
織
対
策
オ
ル
グ
in
仙
台

7
月
2
日
（
土
）

こ
く
ろ
う
会
館

13
時
〜

国
労
の
夏
季
手
当
要
求
に

対
す
る
貨
物
会
社
の
低
額
回

答
に
対
し
、
国
労
本
部
は
要

求
額
と
の
乖
離
に
「
持
ち
帰

り
検
討
」
と
し
、
全
国
で
抗

議
集
会
の
開
催
を
要
請
し
た
。

郡
工
支
部
と
し
て
も
指
示

に
応
え
抗
議
と
再
回
答
を
求

め
る
集
会
を
20
日
の
昼
休
み

に
正
門
外
に
お
い
て
開
催
し

た
。委

員
長
の
挨
拶
、
書
記
長

の
経
過
報
告
に
続
き
、
渡
辺

車
体
科
分
会
長
、
本
田
装
置

科
分
会
長
代
行
か
ら
貨
物
と

共
に
闘
う
決
意
表
明
を
受
け
、

当
該
分
会
で
あ
る
貨
物
分
会

を
代
表
し
て
、
渡
辺
副
分
会

長
か
ら
闘
う
決
意
が
表
明
さ

れ
た
。

「
国
労
と
し
て
3
ヶ
月
の

要
求
を
提
出
」
「
昨
年
の
定

期
昇
給
半
年
延
期
の
保
障
が

さ
れ
て
い
な
い
」
「
車
両
所

長
に
対
す
る
夏
季
手
当
の
申

し
入
れ
行
動
を
行
っ
た
」
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
郡
工
支
部

組
合
員
と
一
緒
に
闘
っ
て
い

く
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

集
会
は
阿
部
支
部
執
行
委

員
に
よ
る
「
集
会
宣
言
」
の

提
案
、
採
決
、
委
員
長
の
リ
ー

ド
に
よ
る
「
団
結
頑
張
ろ
う
」

で
散
会
と
な
っ
た
が
、
客
貨

一
体
と
な
っ
た
闘
い
で
会
社

間
格
差
を
な
く
す
運
動
を
更

に
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
郡
工
情
報

6
月
22
日
付

第
７
２
６
号
か
ら
一
部
転
載
】

退
職
の
お
知
ら
せ

5
月
31
日
付

折
笠

由
明
さ
ん

郡
山
信
通

退
職

佐
藤

歳
子
さ
ん

郡
山
駅
連エ

ル
ダ
ー

北
田

博
康
さ
ん

仙
総
車
体

退
職

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


